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まえがき

ベンチャー起業とエンジェルの精神の執筆にあたり、筆者
の経験を共有したい。シリコンバレー在住の経験からアメリ
カにおけるベンチャー起業の盛んな状況、起業が成功して巨
万の富を得てもそれを自分一人のものとせず後輩の起業家に
資金提供することで起業のサイクルがうまく回るさまを見て、
日本にもこの仕組みができるといいなと思い、シリコンバレ
ーで立ち上がった International AngelInvestorsという団体の
日本支部を作ろうと、勤務先が同じだった友人とその団体の
日本支部を IAIジャパンとして立ち上げることにした。

この団体の名の通り国際的に創業期のアントレプレナーに
資金を提供する仕組みを作ることにした。1990年代後半の日本
にはエンジェルを名乗る成功者は皆目見当たらなかった。そ
んな中、IAIジャパンが率先してエンジェルを募集し、エンジ
ェル候補を育成したいと活動を始めた。数年が経ってもエン
ジェルは見つからず、シリコンバレーの友人とエンジェル研修
のプログラムを提供するなど育成にも心掛けたが、結局日本の
文化にはエンジェルが生まれ、根付くことはない、との結論に
達し、IAIジャパンの理事長を自ら退任することを決意した。

その原因を考えると、儒教の思想とエンジェルとは相容れな
いのではないかと思い当たった。儒教の精神はみんなが公平
に苦楽を共にすることで、傑出した人材を受容しないと思わ
れる。出る杭は打たれるであり、エンジェルはまさに出る杭だ
からである。このような社会環境を変革して出る杭を歓迎し、
より高い杭を育てなければベンチャー起業が成功してエンジ
ェルになる日は訪れない。



まえがき

4

また産んだ子は最後まで面倒を見るという伝統もエンジェ
ルを生み出す障害になっている。企業は株式公開（IPO）してエ
キジットできても創業者が個人的にエキジットすることは食
い逃げや振り逃げと同様に扱われる。大型の IPOとして知ら
れるある貿易商社の創業者に IPOできたのだからエンジェル
になりませんかと持ち掛けた時、その起業家はそのことを筆
者に告げたのである。アメリカでは会社をエキジット（エグジ
ット：出口戦略）させれば創業者は個人として持っている株式
を売却することには何の障害もなく、だれも反対しない。それ
どころか拍手で送りだしてくれる場合が多い。

筆者が一緒に仕事をしたある起業家は個人的にエキジット
して約60億円を手にし、The Worldという豪華客船の最上級の
客室を購入したり、サンフランシスコ交響楽団に多額の寄付
をしたりしてスポンサーになるなど、philanthropyにも力を入
れた。エンジェルとしてもアントレプレナーに資金提供を積
極的に行っている。彼の薫陶を受けた社員の多くは起業家と
して羽ばたいている。中にはインテルに比肩するほどの成功
を収めた例もある。

安倍政権は起業を支援し、経済の活性化につなげたい意向
のようであるが、前述の伝統文化ははたしてそれを許すであ
ろうか。政権内に起業やエンジェルに関する経験を持った人
材があるとも思えないので、安倍首相の意向を実行できるか
は極めて不透明といえよう。

本書は筆者がつづったブログを元に編集したものであるが、
このような状況の中、本書が果たす役割は極めて重要と認識
する。
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▶ 第１章　エンジェルの精神 第 1 節　エンジェルとは何か ▶▶

第1節　エンジェルとは何か

1．日本におけるエンジェル[*]の必要性

ベンチャー起業を志す起業家は多くいますが、日本ではこ
れらの起業家を支援する仕組みに欠けています。そのためベ
ンチャー起業のリスクや、資金調達など事業を計画する上で
欠かすことのできない知識を持たないまま創業に走っている
例が多く見られます。ベンチャーとは何か、ベンチャーを起こ
すにはどんな準備をすべきか、など身近に教えてくれる人が
いないからでしょう。

新たな会社をゼロから起業するとは一体どういうことなの
か？　そのことを基礎から教育する場を充実させる必要があ

* エンジェル

創業間もないベンチャー企業にポケットマネーで資金を供給す
る富裕な個人のこと。米国では成功したベンチャー経営者などが
エンジェルになるケースが多い。投資の見返りとして株式を受け
取るので、ベンチャー企業が成功し、株式市場に新規上場（IPO）
したり、大手企業に丸ごと買収（M&A）されると多額の利益を得
られるが、一般にその可能性は極めて低い。
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ります。大学によっては起業家コースを正課として取り入れ
ているところも多くあり、社会人コースを便利なキャンパスで
仕事の合間に取れるよう配慮している大学も少なくありませ
ん。八幡経営塾ではエンジェルと起業家の両方に対して実践
的な研修プログラムを提供すべく、開発中です。（2006/07/10）

2．エンジェルと起業家の関係

ベンチャー企業を支援するエンジェル活動はまさに支援で
あり、そこには上下関係は存在しません。メンター[**]とコーチ
も上位概念ではなく、同じ目線で相手から持っている能力を
引き出す、自ら気づいて行動するよう仕向ける、といった手法
を使います。エンジェルはメンターであり、コーチであるべき
なのです。

組織を構成する人たちが、それぞれ何をすればよいか、に気
づいて自ら行動しなければ組織は機能しないでしょう。エン
ジェルは経験者であり、人生の先輩、あるいは仕事の先輩であ
る場合も少なくありません。そのような立場にあるエンジェ
ルが、つい教育めいた言動をとることはままあることですが、
それは起業家を萎縮させたり、エンジェルの支援に対して消
極的な態度を取ったりするもととなる恐れがあります。

もともとベンチャーは起業家が持っているシーズ（事業の元

** メンター

仕事や人生におけるアドバイザー・助言者・指導者といえる存在。
経営者に対しても高い見識を持って、問題点があれば率直に言え
る立場にある人。



14

▶ 第１章　エンジェルの精神 第 1 節　エンジェルとは何か ▶▶

となる種）を事業化するわけですから、上位概念を含む教育が
通用するわけはありません。起業家は教育されたいと思って
いないでしょうし、教育によって事業が成功するはずもあり
ません。

起業家とエンジェルの支援関係はエンジェルの一方的な押
し付けは禁物で、あくまでも起業家が「この人に支援してほし
い」という気持ちを持つことが基本です。エンジェルの支援内
容は、社外取締役、監査役、アドバイザーのいずれかの形をと
ることが望ましく、支援関係を結ぶ際にはそれを文書で明記
することが必要です。

口頭のみで何となく始まった支援はその場限りとなること
が多く、永続的な関係は役割と支援頻度の明記、報酬の定義を
含む契約書を締結することが原則です。（2006/07/10）

3．エンジェル社会への期待

日本をこのようなエンジェルを生み出す社会に変えるには
何十年、何百年かかるかもしれません。アメリカのエンジェル
は文化の一部だからです。個人投資家を動機付けるには、投資
に必要な専門知識を持った別のエンジェルとチームを組み、信
頼関係を樹立する必要があります。

投資できる資産は持たなくとも専門知識を持つ人が、時間
と努力による汗を流すのは、資金を出資することと変わりあ
りません。資金と経験や人脈などの経営資産は同等だからで
す。起業家もこのことに気づくべきですが、まずはエンジェル
がこのことをしっかり認識すべきです。そしてこのチームが
信頼しあって投資対象を選び、個人資産と汗を流すことによ


